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第１回理事会を開催 ～定時総会後の懇親会の中止を決定

5 月 19 日、令和 4 年度第 1 回理事会が開催されました。 理事会では、「令和 3
年度事業報告」など 5議案・3議題が審議され、すべて承認されました。
承認された議案のうち、「令和 3 年度事業報告」等 3 議案は、6 月 14 日開催の

定時総会に議案提出されます。

定時総会後の懇親会は、新型コロナウイルスが収束しておらず、エッセンシャ

ルワーカーである警備業の協会が開催するにはリスクが大きすぎる等の理由で、

残念ながら 3年連続での中止が全会一致で決まりました。

陸上自衛隊健軍・北熊本両駐屯地で警備業講話・募集活動を実施

～健軍駐屯地での募集活動は初～

来年 3 月退職予定の任期制自衛官 27 名の再就職先に警備業を選択肢としてもらうため、本年度も青年部
会員による警備業講話及び募集活動を、4 月 19 日に健軍駐屯地において、5 月 24 日に北熊本駐屯地におい
て実施しました。これまで北熊本駐屯地では毎年実施していましたが、健軍駐屯

地では今回初めての実施でした。

青年部会から、甲田博律副会長（コアズ熊本支社）の他、中島巧人部会員（ト

ラスト熊本）、山口拓朗部会員（セイフティプランナー九州）、松山信一部会員（ア

イシー企画アイ・ガード）の 4 名が、ゲームによる警備業の適性テストで場を和
ませたり、パワーポイントを使用して警備業の魅力を分かりやすく説明するなど

趣向を凝らした警備業講話と募集活動を行っています。

新たに特別講習講師2人が誕生
4 月に神奈川県の警備員特別講習事業センターで開催されました雑踏警備業務講師候補者研修会に熊本県

から 2名が参加し、講師登用試験に合格され特別講習講師として委嘱されました。
新たに雑踏警備業務特別講習講師として委嘱されたのは、木下誠仁講師（スマイル・ガード）と中元雅介

講師（にしけい熊本支社）のお二人です。お二人を派遣していただいたスマイル・ガードとにしけい熊本支

社のご厚意に深く感謝致しますとともに、両講師の今後のご活躍をご祈念申し上げます。

両講師から、講師となるにあたっての寄稿文が寄せられていますのでご紹介致します。

木 下 誠 仁 講師 中 元 雅 介 講師

この度、雑踏の講師として委嘱を受 多くの先輩講師方の勧めを受け、満

けることなりました木下と申します。 を持して(?)受講しましたが、初日から
決意表明ということで、自己紹介も兼 修了まで緊張の連続でした。

ねましてご挨拶させていただきます。 研修センターふじのでは、先輩講師

私がこの業界に身を投じて 5 年、振 の方から事前に教えていただいた説明

り返ってみますと、無我夢中で走り続けただけの怒 どおり、技研の先生方の熱意ある指導や同じ受講者た

涛の 5 年間だったように思います(記憶がところどこ ちとの絆、食堂の美味しい料理など、今までの人生で

ろ抜けるほどに・・・) 経験したことがない体験をたくさんできました。

ここまで来ることが出来たのも、ひとえに熊本県 委嘱を受けるにあたり、今回の経験を活かした講義

警備業協会の会長をはじめとした皆様と会社の上司、や指導を行い、レベルの高い検定合格者の輩出を目指

同僚のご支援とご協力に他なりません。改めて心か して、先輩講師方に一日でも早く追いつけるよう尽力

ら感謝を申し上げます。 していきたいと思います。

講師となったからには、先輩講師の大きな背中を よろしくお願い致します。

追いかけながら、日々努力を怠らず、尽力して参り

たいと思いますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

警備業の発展のため、教育を通じ優秀な警備

員を育てて下さい。期待しています。



警備業務の最新技術紹介

警備員不足対策や労災事故防止対策など、警備業が抱える諸問題について、各企業が独自に開発したシス

テム等についてご紹介します。

バーチャル警備システム ～セコム コーン等自動設置回収機 ～西日本高速道路メンテナンス九州

セコム株式会社がＡＩ技術 ①ロボコーン(コーン自動設置回収機)
活用したバーチャル警備シス コーンの設置回収は、従来は、トラックの荷台に 2
テムを開発し、経済産業大臣 ～ 3 名乗車し、走行しながら設
賞を受賞したとのニュースが 置、撤去を行っており、転倒し

流れ、バーチャル警備員であ たり、荷台から転落するなどの

る女性警備員と会話をしたく、 危険が高い作業であったため、

先日、セコム熊本統轄支社に 荷台に人が乗らなくても、自動

お伺いしました。 でコーンの設置や撤去をしてく

同システムは、慢性的な人 れる車両を開発、導入されてい

手不足対策、警備員の職場環 ます。

境改善、新型コロナ対策、人と バーチャル警備員 ②ロボアロー（矢印板自動設置回収機）

機械を融合した警備業務の構築 「愛」ちゃん 交通規制の車線絞り込み部に

等の目的から開発されたもので、バーチャル警備員 おいて、警備員が標識車の荷台

が警戒監視、受付、防災センター等と連携した緊急 から、矢印板をとり、設置、撤

対応など行うことができます。 去を行っていたため重篤事故に

同システムには音声関連技術も搭載されており、 つながる事案も多数あったこと

来場者との会話が可能であり、受付における通常の から、矢印板の自動で設置、撤

事務会話だけでなく、付近の道案内もしてくれます。 去をおこなう車両を開発、導入

ちなみに映画館の場所を尋ねたところ、地図を表 されています。 撤去作業は車をバックすれば、セン

示して案内をしてくれました。 サーが矢印板を検知し、自動でアームが動いて矢印板

を持ち上げ、トラック内部に収納していきます。

熊本県からのお知らせ 令和3年度 協会活動記録動画を作成

令和4年度 ブライト企業募集 令和 3 年度における協会活動の動画を作成し、
１ 募集期間 YouTube にアップするとともに協会ホームページにも

6月 1日～ 6月 30日（17時必着） リンクさせています。

２ ブライト企業とは 協会ホームページの「動画で見る警備の仕事」から、

働く人がいきいきと輝き安心して働き続けられる ご覧になることができます。

企業 ぜひご覧ください。

３ 認定のメリット

○ 学生・保護者向けガイドブック、企業紹介動画

の作成

○ 名刺等へのブライト企業シンボルマークの使用

○ 県主催企業説明会等への優先的参加

○ 県ＨＰ・新聞等各種媒体での周知 など

４ 認定済み企業の更新

認定済み企業は更新申請が必要です。

５ 問い合わせ先

熊本県労働雇用創生可課

TEL096-333-2341

新たな講習スタッフが誕生 編集後記 先般、朝 5 時ころ、犬と散歩中、戸島山の麓

講習事業を支えるスタッフに、新たに 1 で犬が吠えだし、ふと見ると鹿が 2 匹。戸島に居住して約 25

名が登録されましたので紹介します。 年、はじめて鹿を見ました。いいことの前触れかと嬉しくなり、

米田明弘 氏 （スマイル・ガード） その後、馬小屋の前を通った時に、ん!? By KAZU

各社で独自に開発したシステムや機械があれば事務局までお知らせ下さい。

ＮＡＶＩでご紹介したいと思います。


